
Ⅰ．研究の背景と目的

　中国は，１９７８年から経済改革と計画的な出産

を促す政策を実施し，わずか２０年間で１９９９年に

高齢化社会に入った。２００８年現在６５歳以上の高

齢化率が８.３％になり，８０歳以上の人口が２０００

万人に達している。２０５０年には８０歳以上の高齢

者が１億人まで増加すると予測されている。同

時に社会構造の変化により，伝統的な家族扶養

が衰退し，高齢者の扶養，介護問題が注目を浴

びている。高齢者介護サービスの社会化の進展
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により，高齢者介護サービスの普遍化・多様

化・専門化が求められ，高齢者介護職員の量と

質において社会的な需要に対応すべきことを政

府は認識している。

　２００２年に旧労働・社会保障部は「老護理員国

家職業標準」を公布した。本標準により短期養

成の教育時間数は，初級１８０時間，中級は初級

の修了者に１５０時間，高級は中級の修了者に１２０

時間，技師は高級の修了者に９０時間と決められ

ている。さらに，２００５年１１月に民政部は，「社

会福祉施設における民間団体の参入促進に関す

る意見」を通知した。本通知は社会福祉の社会

化の４原則を定めた。①非営利の原則，②全面

的計画の原則（地域福祉と施設福祉，国家投資＊立命館大学大学院社会学研究科博士後期課程
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　本研究は，中国大都市の高齢者施設で働く介護職員が持っている知識と技術の構造と影響要因を調
査によって明らかにし，今後の改善の方向を検討することを目的とした。調査方法としては，中国遼
寧省大連市における１２の高齢者施設で働く２３４人の介護職員に対し質問紙にて行い，合計１８４票の有効
回答を得ることができた（有効回答率７８.６％）。そして，介護知識・技術の主成分分析により，生活介
護，医療的介護，介護計画・教育の３つの主成分が抽出できた。さらに，３つの主成分を従属変数と
し，学歴，勤務年数，介護に関する教育期間，施設の種別を独立変数として，介護職員の持っている
知識・技術及びその関連要因を中心に検討した。その結果，高校卒以上の者が医療的介護と介護計
画・教育のレベルが比較的高かった。また勤務年数６年以上の者は，生活介護のレベルが比較的高
く，介護に関する教育が１５日以上の者も，生活介護と医療的介護のレベルが比較的高かった。よっ
て，介護に関する教育を受けた期間と学歴が，介護職員の持っている知識・技術と最も強く関連する
ことが明らかになった。

キーワード：中国，高齢者施設，介護職員，知識・技術



と民間投資などサービスの多様化と投資の多元

化を求め，計画する），③地域の特徴に基づく

原則，④政府による政策と財源総合援助の原則

である。その上，２００６年２月に国務院が「養老

サービスの促進に関する意見」をまとめ，各民

政局に伝達した。本意見は，主に老人社会事業

の促進と高齢者看護・介護の専門職育成の強化

を明確にした。

　一方，高齢者施設介護サービスの現状につい

て，少ない先行研究のなかで以下のような指摘

がされている。横浜は，「現在の介護職員の大

多数が企業などにリストラされた者や農村から

の出稼ぎ者である。その多くが専門的な介護技

術や知識を身につけておらず，高齢者の要求を

満たすことが困難である。まず具体的な介護職

員の資格の制度と体系化，報酬・待遇面の改善

が早急に必要である」と指摘している。許は，

「中国の高齢者施設は，介護設備・環境の問題，

介護職員の質の問題などの原因で，認知症や寝

たきり高齢者を受け入れるのをあまり積極的で

ない」ことを指摘している。また，許が同じ論

文で「教育の遅れは介護サービスの発展を阻害

する大きな障害物である」ことを指摘してい

る。鄭らの中国の上海市と北京市におけるホー

ムヘルプサービスの現状についての研究では，

「資格を持ち，専門知識と技術を有することに

より，仕事に対する自己評価や満足度が高ま

る」と指摘した。日本おける先行研究では，橋

本の介護福祉士資格有無および経験年数による

認知症ケア比較の論文で，「勤務年数３年以上

の者が３年未満の者より支援項目４項目の有意

差が高かったと」指摘している。

　また大連民政局の通知「大連市における高齢

者施設管理強化に関する意見」では，「大連市

高齢者事業の従事者は，低学歴，低い専門レベ
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ル，高年齢層の特徴があり，特に一部の集団経

営施設や民営施設がこのような特徴が最も著し

い」と指摘した。中国においては，国営施設

は，社会福利院，光栄院を含む民政部の付属部

門として政府が設立，運営する施設であり，

「三無老人」を対象としたが，２０００年以降一部

の施設が民営化され，すべての高齢者を対象と

するようになった。集団経営施設は，農村集団

福利事業の一部として地方政府が設立し，現在

の大半は地方政府から一定の援助金をうけなが

ら民営化された。民営施設は，個人や企業が投

資し，市場運営の非営利組織や営利組織であ

り，政府の一定の優遇制度がある。

　以上の先行研究で明らかになったように，中

国においては，介護職員のレベルアップが緊急

な課題であり，特に集団経営施設と民営施設に

おけるケアの質に課題が大きいことが議論され

てきた。また，鄭らの研究は，教育期間が介護

職員のレベルアップと関係があることを指摘し

ている橋本の研究は，介護職は実践職である以

上，持っている知識や技術が勤務年数と関係が

あることを示唆している。そこで，本研究は中

国の大都市である大連市の介護施設及び介護職

員に対する労働実態に関する調査を実施し，①

介護に関する教育期間が長いほど介護職員の知

識と技術のレベルが高い，②勤務年数が長いほ

ど介護職員の知識と技術のレベルが高い，③学

歴が高いほど介護職員の持っている知識と技術

のレベルが高い，④国営施設のほうが集団経営

施設と民営施設より介護職員の持っている知識

と技術のレベルが高い，という４つの仮説を設

定した。分析と考察を通して，介護職員の持っ

ている知識・技術の実態と課題及び関連要因を

明らかにし，改善に向けた方向性を検討するこ

とを目的とした。



Ⅱ．研究方法

１．調査対象

　中国遼寧省大連市において，２００６年１２月現在

運営している高齢者施設９２施設のうち１２施設を

抽出し，介護職員に対する質問紙調査を行っ

た。そのうち，１０箇所は留置法を用い，２箇所

は集団面接法を用いて調査を行った。１２施設の

２３４人の介護職員に調査を行い，合計１８４票の有

効回答が得られた。有効回答率は７８.６％であっ

た。標本の抽出方法は，２００６年大連市養老施設

一覧表から大連市１１区の９２入居施設の平均ベッ

ド数を算出し，平均値の１６８床に一番近いベッ

ド数を持っている国営施設，集団経営施設，民

営施設を抽出した。その後，抽出した施設に依

頼し，許可を得た施設から，地区の偏りが出な

いように１２施設を抽出した。経営主体の内訳

は，国営４施設，集団経営３施設，民営５施設

であった。

　調査を行う際に，筆者が各施設を訪問し，責

任者に調査の目的と調査結果の使用方法，調査

票への回答上の注意事項などを説明した。その

上で，より正確な答えを求めるため，施設責任

者に集団面接法を用いた調査をお願いしたが，

人員配置やローテションの関係で職員が集まら

ないことなどを理由として，２施設でしか実施

できなかった。他の１０施設は，責任者を通じて

配布し，一斉回収した。回収した調査票の記述

統計を調べた結果，面接調査法と留置き調査法

で取ったデータの平均値と標準偏差の分布に差

がみられなかったため，同じ取り扱いにした。

２．調査内容

　調査内容は，日本福祉大学社会福祉総合研修
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センターの基本介護技術自己チェックアンケー

ト（２００４年版）をもとに，先行研究の課題とプ

レ調査の結果を参考にし，以下の６つの領域で

構成した。⑴基本属性，⑵介護職員に就いた動

機と継続できる理由，⑶労働条件，⑷養成教育

に関する実態，⑸介護に関する技術の実態，⑹

介護に関する知識の実態（職業倫理を含む）。

本論文は，設問項目の⑴，⑷，⑸，⑹を用いて

分析した。なお，⑶労働条件を中心とした分析

結果は別の論文で報告した。

　質問紙の作成あたっての手順は，以下のよう

に行った。まず，先行研究の検討により，性

別，年齢，最終学歴，戸籍，労働形態，出勤形

式，労働時間，月収等の項目を中心に項目⑴と

⑶を作成した。次に，先行研究を検討した上

で，大連市技術学園大学社会事業学部教授であ

り，大連市民政局の委託を受け介護職短期養成

を中心的に行ってきた許先生にご協力いただ

き，介護職に就く動機と継続したい理由，介護

に関する教育を受けた期間，内容，現場で一番

必要な内容などを中心に項目⑵と⑷を作成し

た。最後に，日本福祉大学社会福祉総合研修セ

ンターの基本介護技術自己チェックアンケート

（２００４年版）をもとに，中国の短期養成のテキ

ストを参考にし，介護に関する知識，技術，専

門職倫理などで項目⑸と⑹を作成した。⑸の介

護に関する技術については，プレ調査の際に介

護職員が理解しにくかった項目の用語を書きな

おした。例えば，「移乗」や「排泄ケア」といっ

た用語を用いた質問は理解しづらいようであっ

たため，排泄ケアは「ベッド上で大便の後始

末」などのように具体的なケアの名前に書き直

した。

　⑷の養成教育に関する実態は，介護に関する

教育を受けた場所，期間，内容，意向などを質



問した。⑸の介護に関する技術については，ベ

ッドメーキング，清拭，女性陰部の清潔，寝返

り，車椅子介助，移乗，誤嚥の措置，誤嚥の予

防，口腔ケア，排泄ケア，転倒予防，バイタ

ル・サイン，酸素吸入，痰の吸引，伝染病の隔

離，高熱に対する対応，介護記録の書き方，介

護記録の読み取り，１日介護計画の作成，１ヶ

月～３ヶ月介護計画の作成，職員に対する指導

と養成，指導と養成の計画作成，尿の留置カテ

ーテルの交換と人工肛門ケア，リハビリテーシ

ョン，便器尿器の消毒方法，認知症高齢者との

コミュニケーションなど２６項目で構成した。⑹

の知識については，解剖学，水分の摂取量と排

泄量，高齢者の生活リズム，高齢者の睡眠障害

の知識，糖尿病の食事療法，高齢者がよくかか

る病気についての知識，褥瘡の早期症状，褥瘡

発生の原因，終末期ケア，介護する上での安全

や安楽の意味，人間の尊厳を損なわない排泄の

援助，残存機能重視のケアの意義など１２項目で

構成した。

　項目⑸は１．「できない」２．「あまりできな

い」３．「どちらともいえない」４．「できる」

５．「よくできる」の５件法で回答してもらっ

た。項目⑹は「知らない」１，「あまり知らな

い」２，「どちらとも言えない」３，「知ってい

る」４，「よく知っている」５の５件法で回答し

てもらった。また，介護職員が仕事のなかでど

のような悩みや不満を持っているかを自由記載

で回答してもらった。

３．分析方法

　分析は有効回答が得られた１８４票を対象とし

た。まず，基本属性と養成教育に関する実態の

項目の度数分布を観察した。その際学歴，勤務

年数，年齢，介護に関する教育を受けた期間な
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どを新たに区分し直し，分布を示した。

　次に，介護職員の知識・技術の実態を調べ

た。介護職員の知識と技術の実態を指標化し

て，その関連要因を分析するために，まず，知

識と技術の３８項目を対象に主成分分析を行っ

た。バリマックス回転後負荷量が０.５以下の項

目を除外し，残った２０項目について再度分析を

行い，３つの主成分，すなわち「生活介護」，

「医療的介護」，「介護計画・教育」を抽出した。

３つの主成分の抽出の条件は固有値１以上とし

た。抽出された主成分の合計得点の平均値と標

準偏差を算出し，それぞれのα信頼性係数を求

めた。

　次に，４つの仮説を検証した。仮説１，２，

 ３，４を検証する際に，性別と年齢を統制変数

とし，介護に関する教育期間，勤務年数，学歴，

施設種別（国営施設・集団経営施設・民営施

設）を独立変数とし，生活介護，医療的介護，

介護計画・教育の各得点を従属変数として分散

分析を行った。さらに独立変数のグループ間の

有意差をみるため，Tukey法による多重比較を

行った。

　最後に，自由記述欄に記述された内容を労働

条件，知識，技術，教育，家族との人間関係の

５つに分類し，考察を行った。なお，上記の統

計分析は，IBM.SPSS17.0J for windowsを用い

た。統計的検定を行う場合，無回答を除き，

p＜０.０５を有意とみなした。

４．倫理的配慮

　調査の際に，施設長と介護職員に今回の調査

は研究のために行う調査であり，調査は無記名

式でプライバシーの保護を厳重に行うこと，調

査結果は研究にしか使わないことを説明し，了

解を得て実施した。



Ⅲ．調査結果

１．介護職員の基本属性（表１）

　回答者の基本属性の分布は，以下のようであ

った。性別は，女性８８.６％，男性１１.４％であっ

た。年齢は，４５歳以上が最も多く５０.０％，次に

３５歳～４５歳未満３５.２％，３５歳未満１４.８％であっ

た。勤務年数は，３年未満が最も多く５３.０％，

次に３年以上６年未満２７.７％，６年以上１９.３％

であった。最終学歴は，中学校卒が最も多く

４４.３％，次に高校卒以上３２.１％，小学校卒２３.６％

であった。介護に関する教育を受けた期間は，

３日間～１５日間が最も多く５８.１％，次に受けな

かった２４.３％，１５日間以上１７.６％であった。介

護に関する教育を受けた場所は，短期養成が最

も多く６９.３％，次に受けなったが２３.５％，専門

学校以上７.２％であった。受けた教育の内容は，

複数回答方式で回答をしてもらった。介護に関

する教育を受けた者の１１７人を分母とすると，

その回答は，生活介護についての教育を受けた

者が９２.３％，次に，心理的な介護について

６９.２％，医療的介護６４.４％，レクリエーション
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２６.０％，中国医学の介護予防・健康維持２１.２％

であった。

２．施設種別介護職員の基本属性の比較（表２）

　施設種別に学歴，勤務年数，年齢，介護に関

する教育を受けた場所，介護に関する教育を受

けた期間の分布を調べ，カイ二乗検定を行っ

た。学歴に有意差がみられた。国営施設におい

ては，「高校卒以上」が一番高く４０.７％，次に

「中学校卒」３９.５％，「小学校卒」１９.８％であっ

た。民営施設においては，「高校卒以上」と「中

学校卒」が同じく３６.１％，次に「小学校卒」

２７.８％であった。集団経営施設においては，

「中学校卒」が一番高く６１.４％，次に「小学校

卒」２４.６％，「高校卒以上」１４.０％であった。

３．介護職員の持っている知識・技術の実態

（表３）

　介護職員の持っている知識・技術は，主成分

分析により，第１主成分の「生活介護」，第２主

成分の「医療的介護」，第３主成分の「介護計

画・教育」の３つの主成分が抽出された。それ

ぞれのα係数は０.９４９，０.８４７，０.９３７であった。

表１　基本属性

％人数カテゴリ項目

１１.４
８８.６

２０
１５５

男性
女性

性別

１４.８
３５.２
５０.０

２６
６２
８８

３５歳未満
３５歳以上４５歳未満
４５歳以上

年齢

５３.０
２７.７
１９.３

８８
４６
３２

３年未満
３年以上６年未満
６年以上

勤務年数

２３.６
４４.３
３２.１

４１
７７
５６

小学校卒
中学校卒
高校卒以上

学歴

％人数カテゴリ項目

２４.３
５８.１
１７.６

３６
８６
２６

受けなかった
３日間～１５日間
１５日間以上

介護に関する
教育を受けた
期間

２３.５
６９.３
７.２

３６
１０６
１１

受けなかった
短期養成
専門学校以上

介護に関する
教育を受けた
場所

９２.３
６９.２
６４.４
２６.０
２１.２

９６
７２
６７
２７
２２

生活介護
心理的介護
医療的介護

レクリエーション
中国医学の介護予防・健康維持

受けた教育の
内容
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表２　施設種別基本属性の比較

施設種別
カテゴリ項目

p集団経営施設　人数（％）民営施設　人数（％）国営施設　人数（％）

＊＊

１４（２４.６）１０（２７.８）１７（１９.８）小学校卒

学歴 ３５（６１.４）１３（３６.１）３４（３９.５）中学校卒
８（１４.０）１３（３６.１）３５（４０.７）高校卒以上
５７（１００）３６（１００）８６（１００）合計
２６（５０.０）２０（７６.９）４２（４７.７）３年未満

勤務年数 １４（２６.９）２（７.７）３０（３４.１）３年以上６年未満
１２（２３.１）４（１５.４）１６（１８.１）６年以上
５２（１００）２６（１００）８８（１００）合計
４（７.１）９（２５.０）１３（１５.５）３５歳未満

年齢 ２３（４１.１）１１（３０.６）２８（３３.３）３５歳以上４５歳未満
２９（５１.８）１６（４４.４）４３（５１.２）４５歳未満
５６（１００）３６（１００）８４（１００）合計
１４（２７.５）４（１５.４）１８（２３.４）受けなかった介護に関する

教育を受けた
場所

３５（６８.６）１８（７２.０）５３（６８.８）短期養成
２（３.９）３（１２.０）６（７.８）専門学校以上
５１（１００）２５（１００）７７（１００）合計
１３（２７.７）４（１５.４）１９（２５.３）受けなかった介護に関する

教育を受けた
期間

３０（６３.８）１５（５７.７）４１（５４.７）３日間～１５日間
４（８.５）７（２６.９）１５（２０.０）１５日間以上
４７（１００）２６（１００）７５（１００）合計

＊＊p＜０.０１
注　有効回答者数が一致しなかったため，合計はそれぞれ違う数字になった

表３　介護の知識と技術に関する主成分分析

平均値介護計画・教育医療的介護生活介護項目
４.３７０.１７０.０３０.８５ベットメーキング
４.２３０.１９０.１２０.８５清拭
４.１００.２１０.２００.６６女性の陰部の清潔
４.２１０.１８０.１３０.８９寝返り
４.２７０.３６０.０８０.８１車椅子介助
４.３２０.２３０.０７０.８７移乗
３.８９０.１１０.４８０.６７誤嚥の措置
４.１７０.１２０.３００.８３口腔ケア
４.１６０.１７０.２９０.８１排泄ケア
３.９８０.３２０.３５０.７１転倒予防
３.９４０.０６０.７３０.３４バイタル・サイン
３.４６０.２３０.８６－０.０１酸素の吸入
３.３４０.０９０.８７０.１２痰の吸引
３.６２０.３３０.６００.１５伝染病の隔離
４.１００.２５０.６４０.４０高熱に対する対応
３.２８０.６６０.４３０.３２介護記録の書き方
３.８３０.７９０.１４０.３９１日介護計画の作成
３.２７０.８７０.２００.２３１ヶ月～３ヶ月介護計画の作成
３.３７０.９００.１１０.１９職員に対する指導と養成
３.０６０.９００.２３０.１６指導と養成の計画作成

０.９４０.８５０.９５α係数



生活介護は，ベッドメーキング，清拭，女性陰

部の清潔，寝返り，車椅子での移動，移乗，誤

嚥の対応，口腔ケア，排泄ケア，転倒予防１０項

目で構成した。医療的介護は，バイタル・サイ

ン，酸素の吸入，痰の吸引，伝染病の隔離，高

熱に対する対応５項目で構成した。介護計画・

教育は，介護記録の書き方，１日介護計画の作

成，１ヶ月～３ヶ月介護計画の作成，職員に対

する指導と養成，指導と養成の計画作成５項目

で構成した。各主成分の構成項目のそれぞれの

平均値については，生活介護は誤嚥の措置と転

倒予防以外すべて４.０以上であり，医療的介護

は高熱に対する対応は４.０以上，バイタル・サ

インと感染症の隔離は３.５以上４.０以下，酸素の

吸入と痰の吸引は３.５以下の順であり，介護計

画・教育は１日介護計画の作成４.０以下３.５以上，

他の項目はすべて３.０以上３.５以下であった。以

下，３つの主成分別の合計得点を従属変数とし

て分析を継続した。

４．生活介護，医療的介護，介護計画・教育に

影響する要因（表４）

　生活介護に影響する要因は，分散分析の結果
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では，介護に関する教育期間，勤務年数，学歴，

施設種別に有意差がみられた。多重比較を行な

った結果，１５日間以上介護に関する教育を受け

た者は，受けなかった者および３日間～１５日間

受けた者に比べ有意に得点が高かった。また，

勤務年数６年以上の者は，３年～６年および３

年未満の者に比べ有意に得点が高かった。医療

的介護に影響する要因をみると，介護に関する

教育期間と学歴に有意差がみられた。多重比較

を行なった結果，教育を１５日間以上受けた者

は，３日間～１５日間を受けた者および受けなか

った者に比べ有意に得点が高かった。また，高

校卒以上の者は小学校卒の者に比べ有意に得点

が高かった。介護計画・教育に影響する要因を

みると，学歴と施設種別に有意差がみられた。

多重比較を行なった結果，高校卒以上の者は小

学校卒の者より，中学校卒の者は小学校卒の者

より有意に得点が高かった。また，集団経営施

設は国営施設に比べ有意に得点が高かった。

５．自由記述から抽出したカテゴリー及び内容

（表５）

　自由記述を記した者は，有効回答者の６６.３％

表４　基本属性・施設経営主体別にみた介護知識・技術の実態

介護計画・教育医療的介護生活介護
カテゴリ

p多重比較p平均（SD）Np多重比較p平均（SD）Np多重比較p平均（SD）N

１４.７３（５.７０）２６

＊③＞①，②＊

１６.９７（４.４４）３０

＊③＞①，②＊＊＊

３７.１３（９.３８）３１①受けなかった
介護に関
する教育
期間

１６.５２（６.３７）８３１７.８１（４.６５）７４４１.８０（７.０３）８０
②３日間～１５日
間

１８.９１（４.０８）２２２０.１８（３.８０）２２４６.６８（３.６０）２５③１５日間以上

１５.８５（５.８５）７２１８.２４（４.５４）７２
＊③＞①，②＊

４０.０９（７.８９）７７①３年未満
勤務年数 １６.４４（６.０２）４３１７.５６（４.６８）４１４１.６４（７.５９）４４②３年～６年

１８.２９（６.０４）２８１９.７５（４.１２）２８４５.８６（６.５８）２８③６年以上

＊
②＞①
③＞①

＊
１３.１３（６.９８）３１

＊③＞①＊
１６.６８（５.３３）３１

＊
４０.３８（７.６６）３４①小学校卒

学歴 １８.８８（４.７１）６５１８.００（４.３１）６６４３.５７（５.４０）６９②中学校卒
１６.３２（５.４０）５０１９.４５（３.９６）４７４０.８０（８.５１）５５③高校卒以上

＊③＞①＊
１５.３１（６.２７）８０１７.８９（４.９６）８４

＊
４０.２１（９.０４）８４①国営施設

施設種別 １６.０４（５.０７）２７１９.２５（２.８８）２８４１.０９（６.２５）３３②民営施設
１９.３９（４.７４）４４１８.４０（４.３０）３７４４.０９（５.０８）４６③集団経営施設

＊p＜.０５　　＊＊＊p＜０.０１



を占めていた。その内容を労働条件，知識，技

術，教育，家族との人間関係に分類した。

　第１に，労働条件に関する記述より，重労

働，低賃金の過酷な労働条件がうかがわれた。

その内容は主に肉体と精神的な負担が重い，労

働時間が長い，給料が低い，社会に差別される

などが挙げられた。そのなかで特に民営施設で

は３５人の回答者のうち８人は給料が低い，１１人

は２４時間労働で休みが取れない，睡眠時間の不

足などと記述していた。

　第２は，技術についてであり，従来の家族介

護ではなく，現場では専門的な介護技術と知識

が求められていることが示された。その内容は

主にコミュニケーションが難しい，重度の要介

護老人の介助が難しい，認知症ケアが難しい，

転倒予防が難しいとの意見が述べられた。「転

倒の予防が難しい」と書いた人１５人のうち１３人

が国営施設の職員であった。

　第３は，知識についてであり，学歴の高い介

立命館産業社会論集（第４８巻第２号）180

護職員が心理的介護と医療的介護を重視してい

ることがうかがわれた。その内容は，主に心理

的介護と医療的介護に関する知識が不足してい

ることであった。「心理的なケアに関する知識

が不十分」と書いた人は９人のうち短期大学卒

以上が一番多く５人であった。

　第４に，教育に関する記述より，現場では，

比較的高学歴の介護職員がレベルアップを要求

していることがうかがわれた。その内容は，国

営施設の高校卒以上の８人が「職業訓練や勉強

会，人材養成講座などを受けたい」と述べてい

た。

　第５に，家族のとの人間関係の記述より，家

族からのプレッシャーが多い，家族とのコミュ

ニケーションが難しいなどであった。特に民営

施設の３５人のうち６人が記述していた。

表５　自由記述の内容

内容（人数）カテゴリ

肉体と精神的な負担が重い（２７）

労働条件
社会に差別される（２５）
労働時間が長い（２０）
給料が低い（１９）
介護用具が乏しい（１）

心理的なケアに関する知識が不足（９）
知識

老人が体調不良の際心配，不安が多い（５）

コミュニケーションが難しい（２７）

技術
重度の要介護老人の介護が難しい（１８）
認知症ケアが難しい（１６）
転倒予防が難しい（１５）
床ずれの予防とケアが難しい（５）

職業訓練や勉強会，人材養成講座などに参加したい（８）
教育

現場で指導してくれる人がほしい（２）

家族とのコミュニケーションが難しい（１２）
家族との人間関係

家族からのプレッシャーが強い（７）



Ⅳ．考察

　中国では，近年高齢者介護の社会化の急速な

進展により，高齢者介護サービスの普遍化，多

様化，専門化が求められてきた。政府は高齢者

介護サービスを民間に委ねるため，２０００年に

「社会福祉社会化の促進に関する意見書」を発

表した。一方，介護サービスの質を確保するた

め，２００２年に労働と社会保障局が「養老護理員

国家職業標準」を実施した。しかし，本研究の

結果からみると，短期養成を受けていない人が

２割以上を占め，短期養成を受けた者の中の８

割以上が「養老護理員国家職業標準」の基準を

満たしておらず，３日間～１５日間までの教育し

か受けていなかった。また，民政部が「社会福

祉社会化の促進に関する意見書」に基づき，高

齢者サービスの量と資質を確保するための制度

政策をあいついで発表してきたが，本研究の自

由記述の結果からは，介護職員の重労働，低賃

金の過酷な労働条件がうかがわれた。筆者は，

現在の介護は，サービス業，農業，製造業など

から転職してきた中年女性が主に担っているこ

とと，現在の大多数の介護職員は，非正規雇

用，長時間労働，低賃金で働いていること，特

に民営施設の労働条件が最も過酷な労働条件に

おかれていることを報告している。これらの結

果は，近年政府の公布した高齢者福祉に関する

制度政策が，まだ十分に具体化・普遍化される

に至っていないことを示している。制度政策を

具体化・普遍化するため，育成にかかわる人材

と財源の確保が求められる。

　主成分因子分析において，「生活介護」，「医

療的介護」，「介護計画・教育」の３つの主成分

を抽出した。表３に示したように各主成分の構
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成項目の平均値をみると，生活介護の構成項目

はおおむね高かったが，医療的介護，介護計

画・教育では各構成項目の平均値は低かった。

介護に関する知識・技術のうちでも，医療的介

護や介護計画・教育の分野の普及が遅れている

ことがわかった。続いて４つの仮説を検証する

ため，介護に関する教育期間，介護職員勤務年

数，学歴，年齢，施設種別それぞれと，介護職

員の持っている知識と技術（生活介護，医療的

介護，介護計画・教育）との関連性をみた。

　介護に関する教育を受けた期間と知識・技術

レベルの関係では，生活介護においては，１５日

間以上教育を受けた者は，３日間～１５日間の教

育を受けた者及び受けなかった者よりレベル高

いことが示されたが，３日間～１５日間の教育を

受けた者は受けなかった者との有意差はみられ

なかった。医療的介護においても同じ結果であ

った。１５日間以上の教育に明らかな効果があっ

たことがわかった。一方，介護計画・教育と介

護に関する教育期間との関連性はみられなかっ

た。介護職員の養成教育において介護計画やス

ーパービジョンに関する教育が欠けているので

あろう。以上の結果により，仮説①は部分的に

支持された。

　勤務年数と知識・技術レベルとの関係では，

生活介護において関連性がみられたが，医療的

介護と介護計画・教育には関連がみられなかっ

た。現場における介護技術の訓練や研修も，生

活介護を中心に行われているのであろう。ま

た，日常的に行われている介護も生活介護を中

心になっているのであろう。生活介護におい

て，勤務年数６年以上の者が，３年以上６年未

満の者及び３年未満の者より有意に点数が高い

ことが示されたが，３年以上６年未満の者と３

年未満の者の間に差はみられなかった。このこ



とから，生活介護の知識と技術を習得するのに

６年間ぐらいかかることが推察される。以上の

結果により，仮説②も部分的に支持されたとい

える。

　学歴と知識・技術レベルの関係では，医療的

介護と介護計画・教育において関連性がみられ

た。医療的介護は，高校卒以上の者が小学校卒

の者よりレベルが高かった。高校卒以上の者は

介護職養成校の短期大学の卒業生を含んでいる

ため，学校で医療的介護に関する知識を学んだ

者が比較的多かったのであろう。介護計画・教

育においては，中学校卒の者が小学校卒よりレ

ベルが高く，高校卒以上の者が小学校卒の者よ

りレベルが高かった。高校卒以上の者と中学校

卒の者が小学校卒の者の指導者的な役割を担っ

ているのであろう。自由記述の内容において

も，高校卒以上の者に心理的介護と医療的介護

への重視と職業訓練や勉強会，人材養成講座な

どへの参加の意欲がうかがわれた。以上の結果

により，仮説③は部分的にのみ当てはまった。

　施設種別と知識・技術レベルの関係では，介

護計画・教育において施設種別間の有意差がみ

られ，集団経営施設が国営施設より知識と技術

のレベルが高かった。しかしこの結果を考察す

る際に，国営施設，集団経営施設，民営施設の

それぞれの有効回答率に差があったことに注意

しなければならない。国営施設の有効回答率は

９２.８％，集団経営施設は６８.２％，民営施設は

６４.８％であり，国営施設ではほぼ介護職員全員

が回答してくれたものの，集団経営施設と民営

施設では，比較的質の高い者に回答者が偏った

可能性があると考えられる。また，表２で示し

たように集団経営施設では，中学校卒のものが

一番多く次に小学校卒，国営施設では高校以上

卒のものが一番多かったが，学歴が低い者が多
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い施設では介護計画・教育の必要性がより大き

い可能性もある。自由記述の内容では，民営施

設は労働条件の劣悪さを訴える声が多かったの

に対して，国営施設は転倒予防に対する考慮と

研修などに対する意欲が高いことが示された。

高校卒以上の者の介護に関する理解と基準が中

学校卒と小学校卒の者のそれとにずれがあった

ことも考えられる。国営施設において介護の質

が高いという仮説は支持されなかったが，回答

率の差などを考慮すると国営施設の介護の質が

低いかどうかは明らかではない。

　自由記述では，コミュニケーションが難し

い，重度の要介護高齢者の介助が難しい，認知

症ケアが難しい，転倒予防が難しい，心理的介

護と医療的介護の知識が不足していることなど

が中心に書かれていた。表１に示したように高

齢者施設の介護職員は，中学校卒かつ短期養成

を受けた者が中心を占めており，短期養成にお

いて，生活介護に関する教育は行われている

が，心理的介護，医療的介護，レクリエーショ

ン，介護予防などの内容は，養成機関によりか

なり異なっている。後期高齢者の増加により重

度要介護高齢者が増加し，医療的介護のニーズ

や認知症ケアのニーズが増加してきた。自由記

述に書かれた知識や技術に関する内容は，介護

職員が仕事を行うなかで感じる社会的介護のニ

ーズと現実の対応能力のギャップから生じたも

のであると考えられる。介護職員が自分の持っ

ている技術と知識では，充分に社会的介護のニ

ーズに対応できないと感じていることを示して

いる。

　本研究の分析より，介護に関する教育を受け

た期間が，介護の知識・技術と最も強く関連す

ることがわかった。介護の知識・技術を高める

という社会的要請に応えるためには，介護の専



門職養成は急務であると考えられる。さらに，

本研究は１５日間以上の教育に効果があったこと

を明らかにした。しかし，現在の短期養成は３

日間～１５日間のコースが一番多くなっている。

現段階では，短期養成のテキストの質，教員の

質を高めたうえ，教育期間を確保することを最

も重要視すべきである。また，高校卒以上の者

においても，現在の介護職員の知識・技術をレ

ベルアップするため，専門教育を受けた者を現

場に就職させることも大事なことであると考え

られる。それを達成するためには，介護職員の

社会的な地位を高めることと労働条件の改善が

必要である。特に民営施設の労働条件改善が最

も急務である。

　本研究の課題としては，以下の点が挙げられ

る。まず，介護に関する知識・技術の質問項目

について，介護職員の自己判定で回答を得た

が，各回答者の判定の信頼性については課題と

して残っている。この課題を解決するため，ア

ンケート調査だけではなく，インタビュー調査

や参与観察調査なども検討すべきである。ま

た，介護に関する教育内容もさらに具体的に明

らかにしていく必要があると考えられる。次

に，中国は，同じ大都市部でも地域による経済

基盤，生活文化が異なり，高齢者福祉に対する

対策や方法は異なっているため，今回の結果が

中国の大都市部に共通しているとはいいきれな

い。全国で高齢者介護問題に先進的に取り込ん

でいる都市として，大連市以外に，上海市，天

津市，北京市などが挙げられるため，今後これ

らの都市の調査研究も必要である。最後に，近

年，在宅介護サービスも注目されつつある。今

回は施設の介護職員に対象を限定したが，今後

は，在宅サービスの担い手の質や養成課題につ

いても研究課題としたい。
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注１）
　・高齢者：６０歳以上の人
　・自立高齢者：日常生活完全に自立できる高齢者
　・介助高齢者：日常生活行為で手すり，杖，車椅
子，エレベータなどが必要とする高齢者

　・介護高齢者：日常生活行為に介護が必要とする
高齢者

注２）
　・「三無老人」：６０歳以上，労働能力がない，生活
を送る収入源がない，法律規定の扶養者がいな
いものを指している。
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Abstract: The purpose of this study is to investigate the knowledge and techniques of care 

workers in facilities for the frail elderly in an urban area of China and to examine possibilities for 

improvement．The investigation was carried out by questionnaire. The questionnaires were 

delivered to 234 workers at 12 facilities in Dalian, China, and 184 valid responses were obtained 

(valid response rate was 78.6%). By performing principal component analysis on the questionnaires 

about the knowledge and the techniques of the care, three components, that is, life care, medical 

care, and care program/education, were extracted. Furthermore, the knowledge and the technique 

of the care workers were analyzed by using the three principal components as dependent 

variables and educational background, years of service, periods of schooling for the caring, and 

types of facility as independent variables. The results showed that those with a high school 

diploma have relatively high scores for the medical care and the care program/education. Also, 

those who have completed more than 6 years of service have high scores for the life care, and 

those with more than 15 days of training have high scores for the life care and medical care. 

Thus, the results revealed that the training period and the education background strongly 

correlate with the care worker’s knowledge and technique.

Keywords: China, facilities for the frail elderly, care worker, knowledge and technique
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